
 

奨励金による研究活動は、報告者が基盤研究 C（2017-2019 年度）で実施した「東京中

高年者調査」のデータ分析を中心に進めた。具体的に、以下のような出版（単著）をはじめ

とする研究実績を積み重ねることができた。 

 
●著書 

1) 原田謙（2020）『「幸福な老い」と世代間関係――職場と地域におけるエイジズム調査分析』勁草書房． 

●学会発表 

1)  原田謙（2020）「東京で暮らす中高年者の居住満足度――地域環境は影響するのか？」第 38 回日本都

市社会学会（オンライン発表） 

2) 原田謙・杉澤秀博・杉原陽子・柳沢志津子・新名正弥（2020）「高齢者のパーソナリティ、社会的ネッ 

トワークと精神的健康――媒介分析による検討」第 62 回日本老年社会科学会（誌上発表） 

3)  斎藤民、原田謙、小林江里香（2020）「大都市中高齢者における住居形態と座位時間との関連」第 62 回

日本老年社会科学会（誌上発表） 

4) 小林江里香、原田謙、斎藤民（2020）「仕事の特性と地域活動への参加――大都市の中高年就労者の分 

析から」第 62 回日本老年社会科学会（誌上発表） 

5) 杉澤秀博・原田謙・杉原陽子・柳沢志津子・新名正弥（2020）「ライスコース上の経済的困窮が高齢期 

の健康に与える影響のメカニズム」第 62 回日本老年社会科学会（誌上発表） 

6) 柳沢志津子、杉澤秀博、原田謙、杉原陽子、新名正弥（2020）「社会階層による高齢者の口腔健康格差 

の媒介要因――心理社会的要因に着目して」第 62 回日本老年社会科学会（誌上発表） 
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